
令和7年度博物館職員等在外派遣事業
オンライン成果報告会

派遣成果報告
派遣先 ラインベックハレン財団、C/O Berlin(ドイツ）

令和8（2026）年3月17日

神奈川県立近代美術館 主任学芸員
三本松倫代



1. 派遣期間 2025年11月24日ー12月3日

2. 派遣内容

博物館の機能強化に関する

・価値の形成過程にある近現代の美術品等博物館資料の国内外への

発信・評価向上

・専門的人材による博物館事業や活動の実践

を主な調査目的とし、近現代写真の展示と活用について

受入先等で 作品・保存環境の実見およびヒアリング

視察先で 展示の視察と資料収集

を行った。



3. 調査先

受入先
ラインベックハレン財団（ベルリン）[a]
C/Oベルリン（ベルリン）[b]

訪問・視察先
写真家スタジオおよびエステート（ベルリン）
新国立美術館（ベルリン）
国立写真美術館（ベルリン）
ヘルムート・ニュートン財団（ベルリン）
ルートヴィヒ・フォーラム（ベルリン）
ブランデンブルク州立近代美術館（コトブス）
ライプツィヒ造形美術館（ライプツィヒ）

a

b



3. 調査目的の背景

「近現代の美術品等博物館資料の発信・評価向上」と写真紹介の重要度

https://www.moma.pref.kanagawa.jp/collection/archives/



神奈川県立近代美術館鎌倉 1951年開館 2016年閉館

（現・鎌倉文華館 鶴岡ミュージアム）

鎌倉館を訪れたル・コルビュジエと
坂倉準三 1959年



葉山館

「若江漢字とヨーゼフ・ボイス 撮影されたボイスの記録、そして共振」展（2025） 撮影：山本糾

1984年のヨーゼフ・ボイス来日を若江漢字が記録した写真など

寄託資料のデジタルアーカイブ化（作業中）と、ニュープリントによる展覧会制作の並行



葉山館

「アレック・ソス Gathered Leaves」展（2022）

撮影：白井晴幸

葉山館

「上田義彦 いつも世界は遠く、」展（2025）

撮影：永禮研

美術展としての写真展



3. 調査目的の背景

「専門的人材による博物館事業や活動の実践」

写真の所蔵・展示機関の視察・ヒアリング

受入先
ラインベックハレン財団（ベルリン）[a]
C/Oベルリン（ベルリン）[b]

訪問・視察先
写真家スタジオおよびエステート（ベルリン）
新国立美術館（ベルリン）
国立写真美術館（ベルリン）
ヘルムート・ニュートン財団（ベルリン）
ルートヴィヒ・フォーラム（ベルリン）
ブランデンブルク州立近代美術館（コトブス）
ライプツィヒ造形美術館（ライプツィヒ）

a

b



4. 派遣成果：受入機関の概要と成果

4－1．ラインベックハレン財団（ベルリン）Stiftung Reinbeckhallen

2016年 コレクターのスヴェン・ヘアマン氏が財団創設。ドイツ再統一後の一帯施設の再開発も手掛ける。
以下、出典のない画像は発表者撮影 2025年11月～12月



Google maps https://ghdi.ghi-dc.org/pdf/eng/p945Berlin_GHI_E_a4_mb.pdf

ラインベック財団位置：旧東ベルリンの工場地帯。シェーネフェルトにブランデンブルク国際空港発足。
市内中央駅からSバーンで45分程度。



ラインベック通り９－４９ 入口の施設図 建物に面した緑地とシュプレー川



建物側面の１区画にある財団事務所、奥に印刷・版画工房。 印刷版画工房エリア 造作作業スペース



左：財団ウェブサイトより
https://en.stiftung-reinbeckhallen.de/about-us/

右：訪問時の展示風景（非自主事業）



印刷・版画工房 子ども・教員むけワークショップを行う



財団事務所内での所蔵写真調査作業
旧東独時代の女性写真家によるヴィンテージプリント
約260点を実見・調査

ジビレ・ベルゲマン
《記念碑、ベルリン、1986年2月》



4－2．C/Oベルリン C/O Berlin

2000年 写真家、デザイナー建築家の3人が創設した非営利の写真振興施設。ミッテ地区（旧東独）で活動後、
2014年より（旧西独） Zoo駅近くの「アメリカ・ハウス」（米情報センター）を拠点とする。



フォトエージェンシー「マグナム」75周年記念展「Close Enough」（女性写真家12人を紹介）会場風景
施設内スタジオでの青少年向けワークショップ、講演会、写真展の国際共同制作などを行う。



左から：
ヘルムート・ニュートン財団「ダイアローグ」展、 国立写真美術館「リコ・プールマン」展
Zoo駅裏の旧カジノ施設の建物。同一建物内に両ミュージアムがある。

4. 派遣成果：視察先



左から：
マリア・ゼフツ氏スタジオ、ジビレ・ベルゲマン・エステート、ウーテ・マーラー氏と作品保管室

旧東ドイツでキャリア形成を始めた女性写真家たち。ラインベックハレン財団収集作家。

4. 派遣成果：視察先



左から：
ブランデンブルク州立近代美術館「日々を数えて」（米ゲティ研究所と協働）東独の地下出版物展。
ライプツィヒ造形美術館「ハンス＝クリスティアン・シンク On Land」東独出身・制作の写真家。

4. 派遣成果：視察先



新国立美術館（ベルリン、旧西独）
コレクション展「断裂試験：政治と社会の狭間の美術 1945–2000」
見出しと解説の表裏構成（中、右）

4. 派遣成果：視察先



５．研修成果の活用計画としての企画展（予定）

「もはやない国のかつてない光：東ドイツの女性写真家たち」

2026年6－8月 神奈川県立近代美術館 葉山で開催予定。図録制作ほかシンポジウム等を開催予定。

チラシ表裏【制作中、発行前】
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